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1. はじめに

和歌山研究林に広がる天然林はモミ・ツガ林によって大きく占められている。和歌山研究林

では、環境省が推進しているモニタリングサイト 1000プロジェクトに 2005年から森林調査

コアサイト参加し、樹木生長、森林生産、地表性甲虫類等のモニタリングを実施してきている。

モミ・ツガ林の樹種構成と構造については、森林生態研究プロジェクト（寄元 2008) の調査

区の結果を、昨年、中川ら（中川 2009) が報告したが、今回はモニタリングサイト 1000登

録調査区における樹種構成と構造について 2009年度調査結果より報告する。

2 調査地及び方法

調査地は、 9林班の八幡谷学術参考林内にあるモミとツガが優占する天然生林である。本調

査では、森林生態研究プロジェクト調査区 (4ha、160mX 250m)の中の lha(100m X 100m) 

部分を調査区としている。調査区は 10m四方のメッシュに区切り、胸高周囲長 15cm以上の

地上幹について、樹種名を記録し、胸高周囲長並びに位置を測定した。

3. 結果と考察

調査区における樹種構成を表 1に示す。調査区内には、樹種数 38種、地上幹数 1,419本/ha

であり、胸高断面積合計は 73.94面/haであった。地上幹数は多いほうから、モミ 323本

(22.76%)、アセビ 297本 (20.93%)、ツガ 205本 (14.45%）であり、全体の 58％を占めてい

た。胸高断面積合計は、モミ 38.99面／ha(52.73%)、ツガ 9.78可/ha(13.22%)、アカマツ 5.34

m2/ha (7.22%）が多く、全体の 73％を占めていた。

次に、調査区全体及び生活型別の直径階分布を図 1に示す。調査区全体では直径 10cm未満

が最も多く、胸高直径の増加に伴い地上幹数が減少する頻度分布となった。生活型別にみると、

10cm未満の胸商直径において、常緑針葉樹と常緑広葉樹は多いのに対して、落葉広葉樹の少

ないのが目立つ。生活型間での更新の違いがうかがえる。胸高直径 40cm以上の大きな直径階

を占めているのは常緑針葉樹であった。これは、地上幹数と胸高断面積についての生活型毎の

比率に反映されていた（図 2)。つまり、常緑針葉樹と常緑広葉樹では、地上幹数にあまり差

がなかったのに対し、胸高断面積はかなりの差がでる結果となっていた。

水平分布図を生活型別に示した（図 3)。幾分かは差があるものの、常緑針葉樹と常緑広葉

樹はともに万遍なく分布していることがうかがえる。しかし、落葉広菓樹は少々偏って分布し

ている様子がうかがえる。
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表 1 調査区における樹種構成

科名 種名 学名
地．Î．幹数

％ 
胸嵩断面積

％ 生活型 生育形
（本)/lha (m2/lhal 

マツ科 アカマツ Pinus densiflora 15 l. 06% 5. 34 7. 22% 針 晶^木

モミ AbJes fir”a 323 22. 76% 38. 99 52. 73% 針 而木

ツガ Tsu,srt1 siebo/djj 205 14. 45% 9. 78 13. 22% 針 麻木

カバ／キ科 ミズメ 肱 tu/agrossa 3 0.21% 0.-13 0. 58% 落広 高木

アサダ 0.strya japonira 2 0. 14% 0. 19 0.25% 落広 而木

クマシデ Cil1.pinus.iaponica 7 0. 4践 0. 10 0. 14% 落広 高木

イヌシデ Ca1pinus tschonoskii 4 0. 28% 0. 22 0. 3()% 落広 函木

アカシデ Carpinus laxiflorn 98 6. 91% 3.30 4. 46% 落広 高木

ブナ科 ブナ Fagus CTenata 3 0.21% 0 52 0. i0% 落広 高木

ミズナラ (Juercus crispula 1 0.07% 0. 04 0.05% 落広 属木

コナラ Quercus serrata 5 0. 35% 0.43 0. 58% 落広 高木

アカガシ 如ercusacuta 63 4. 44% 3. 75 5. 08% 常広 高木

ウラジロガシ (Juercuぶ sa.licina 20 I. 41% 0. 12 0. 16% 常広 高木

クリ （泊＄tallぐ？acre11ata 4 0.2汎 0. 34 0.46% 落広 闇木

モクレン科 ホオノキ 船gnolia obovata l 0. 07% 0. 01 0. 02% 落広 高木

シキミ科 シキミ lllicillOI anisatum 57 4. 02% 0. 37 0.50% 常広 小甜木

クスノキ科 ャプニッケイ Cinnamo”暉 japonicunI 1 0. 07% 0. 00 0. 00% 常広 面木

カナクギノキ lindera er.vtbrocarpa l 0.07% 0. 06 0. 07% 常広 高木

シロモ•ジ lil)dera triloba 2 0. 14% o. 01 0. 01% 落広 低木
ツバキ科 ヒメシャラ Stewartia monadelpha 78 5. 50% 4. 55 6. 15% 落広 高木

サカキ Cleyera japonica 40 2. 82% 0. 29 0. 39% 常広 小高木

ヒサカキ Eury.a japonica 74 5.21% 0. 28 0. 38% 常広 小高木

バラ科 ヤマザクラ Pru11us j狐／a虚汰ura 3 0 21% 0. 36 o. 48% 落広 高木

ウラジロノキ Ana.fapo11ica 3 0. 35% 0. 29 0. 40% 落広 高木

カマッカ P(）urthiaea ••illosa var. laeyis I 0. 07% 0. 00 0. 00% 落広 低木

トウダイグサ科シラキ 涵piumjapom.cum I 0. 07% 0. 00 0.00% 落広 小高木

カエデ科 オオモミジ Acer amoenum 10 0. 70% 0、49 0. 66% 落広 小高木

コハウチワカエデ Acersfrboldiam/JD 5 0. 35% 0 08 0.11% 落広 小高木

イクヤカエデ Acer mo/10 var. marn/0ratum f. dissectum 7 0. 4践 0. 62 0. 84% 落広 高木

モチノキ科 ソヨゴ llex pedunculosa 56 3. 95% 0. 53 0. 72% 常広 函木

アオハダ llex Inacropoda 6 0.42% 0. 10 0. 14% 落広 高木

ミズキ科 ミズキ Swida co11troversa 2 0. 14% 0. 04 0.06% 落広 扁木

ウコギ科 コシアブラ Aca11tiwpanax sciadc,pl,y]Joides 4 0. 28% 0. OJ 0.02% 落広 高木

リョウプ科 リョウブ (＇Iethra barbinarvIS 5 0. 35% 0. 03 0.04% 落広 小高木
ッツジ科 アセビ Pieris japonica 297 20. 93% 2. 06 2. 79% 常広 低木

ネジキ Lyonia ovalifolia mr. elliptica 7 0. 49% 0. 12 0. 16% 落広 小高木

モクセイ科 アオダモ FraxilJu.s lanuginosa f. serrata 2 0. 14% 0. 09 0 12% 落広 高木

ネズミモチ ligustr暉 Japonicum 1 0. 07% 0. 00 0.00% 常広＿ 小嵩木
調鉦区合計 38種 1419 73. 94 

針は常緑針葉樹、常広は常緑広薬樹、落広ぱ落葉広葉樹を表す
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図一1 地上幹数の直径階分布

地上幹数

胸高断面積

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

I口 常緑針葉樹 □ 常緑広葉樹 ■ 落葉広葉樹

図-2 各生活型が占める 地上幹数と 胸高断面積の割合
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図-3 調査区における生活型別分布図
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